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平成24年度社協会費

あなたのまちの地区社協活動

ボランティアグループ紹介 vol.4

台風12号災害支援情報 vol.5

高齢者調査の結果報告
この広報紙は赤い羽根共同募金助成金・福祉基金・
善意の日募金配分金の一部を使用して作成しています。



【ふれあい講座の様子】

実績額

平成２４年度 社協会費へのご協力

◆地域福祉活動のために◆
●個人会費の５０％を地区社会福祉協議会の活動財源として各地区へ助成
●以下の事業を行う地区社会福祉協議会へ
・ふれあい事業（基盤強化・世代間交流・福祉教育等の福祉のまちづくり活動）
・ふれあい・いきいきサロン事業（仲間づくりや健康づくりを目的としたグループ活動）
・小地域ネットワーク活動（福祉委員によるニーズ把握やボランティア協力員による訪問活動）
●在宅福祉サービス（声の広報、ふれあい文通、福祉機器の貸出、給食サービス）の実施
●ふれあい相談（心配ごとや人権、家事・民事、家庭、行政、介護等の総合相談）の実施など

◆福祉教育のために◆
●ふれあい講座（小・中学生が福祉施設での体験を通じて福祉の心を育む

講座）の開催
●福祉教育地域実践事業「西吉野ええとこ見つけ隊」の実施や大塔町地域

行事への協力など

◆ボランティア活動のために◆
●ボランティアの育成、活動支援、活動保険への加入
●各種ボランティア研修会の開催
●エコキャップ・古切手・ロータスクーポンの各種収集活動の実施など

会費のつかいみち会費のつかいみち

平成２４年度 社協会費へのご協力
ありがとうございました

会費（年額1口） 会員数 口数 金額
個人会員	 （500円） ９，８０９名 ９，８１９口 ４，９０９，５００円
賛助会員	 （5,000円） ２６団体 ４２口 ２１０，０００円
構成団体会員	（5,000円） １１団体 ４０口 ２００，０００円

合　計 ５，３１９，５００円

（11月15日現在）
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社協会員とは
　社協では、住民参加による地域福祉活動を展開し「福祉のまちづくり」を推進していま
す。そのため、住民みんなに福祉の担い手であるという思いを持っていただき、住民・団体・
企業のみなさまに社協活動に賛同してくださる会員を募集、会費のご協力をお願いしてい
ます。

2　社協だより『ふれあい』　103号「社協」は、社会福祉協議会の略称です。



地区社協

こんな活動をしています！！

　地区社協の活動は地区によってさまざまですが、ひとり暮らし高齢者への給食サービス、敬老の
集い、世代間交流イベント、いきいきサロン、広報紙づくり、見守り・支えあいのネットワークづ
くりなど、自分のまちで安心して楽しく暮らせるよう、地域の特性に合わせて活動しています。

給食サービス

　地区の公民館等で月に一度
お弁当を作り、地区の希望す
る高齢者世帯等へ民生児童委
員や配食ボランティアさんが、
ふれあいや安否確認を目的に
お弁当を届けています。

ふれあいいきいきサロン

　地域にお住まいの住民が気
軽に集える場所をつくること
を通じて、地域の「仲間づくり」

「出会いの場づくり」「健康づ
くり」をするためのサロン活
動をしています。

広報紙の発行

　地域住民の方々へ地域の福
祉情報をお知らせするため、
地区社協に関することや地域
福祉活動の情報を編集し、広
報紙として年に数回配布して
います。

写真は地区社協活動の一例です

　五條市には、以下の15地区に「地区社会福祉協議
会」という地域住民で組織された団体があります。
　略して、「地区社協」と呼ばれるこの組織は、あな
たの地域で、すべての住民が安心して暮らせる地域
づくり（福祉のまちづくり）のためにさまざまな活
動をしています。

　本町、中央、五條東、須恵岡口、新町、二見、野原、
宇智、牧野、田園、阪合部、北宇智、南宇智、南阿太、
大阿太

地区社協って？
＜住民主体の自主組織です＞

　地区社協は、自治会、民生児童委員、地域
団体、ボランティア団体、学校など、地域の
住民の方が中心となり、地域内の福祉関係者
の参加を得ながら組織されています。

＜範囲は自治連合会単位です＞
　地域のつながりの及ぶ範囲となるよう、五
條市では自治連合会単位をエリアとして、地
区社協が組織されています。市全体をエリア
として活動している市社協とは別の組織にな
ります。

＜身近な地域で福祉活動をしています＞
　福祉を行政だけにまかせるのではなく、住
民同士のつながりによる支えあいを行うため、
身近な地域で福祉活動を行っています。

3 　社協だより『ふれあい』　103号 ふれあいネットワークは、社会福祉協議会の愛称です。



ボランティアグループ紹介

「声の広報」利用者募集
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台風12号災害支援情報 vol.5
～地域で暮らし続けるための仕組みづくり～

ボランティアグループ紹介 ～vol.4 ～
　ボランティアグループ紹介も今回で最後となりました。
　給食サービス、子育て支援や施設訪問など、様々な活動を行う16グループを紹介してきましたが、ど
のグループも地域にとって欠かせない存在として活動されています。
　それぞれのグループには、紙面では紹介できなかった魅力がまだまだありますので、地域のボランティ
アに参加して、その魅力を実際に体験してみてはいかがですか。

ボランティア募集
　地域のボランティアさんと、一緒に活動しませんか！！
　各グループの活動、またはボランティアに興味のある方は、
社会福祉協議会までお問い合わせください。

　五條市社会福祉協議会（TEL ２４－４１５２）

手話サークルまほろば

大塔福祉ふれあいの会

笑顔の会 青い鳥
　毎週手話の勉強のためのサークル活
動をしたり、技術を磨いて手話通訳者
として活動したりと、手話を広めるた
めにさまざまな活動をしています。こ
れからも手話を通じて、様々な人とコ
ミュニケーションをとることの楽しさ
を伝えられるよう頑張っていきます。

　「自分にできることで地域を支えよ
う」を目標に、大塔町で給食サービス、
デイサービスのお手伝いや見守り活動
などを行ってきました。災害後は、ま
とまった活動はあまりできていません
が、「今、自分たちにできること」を
考えながら今後も活動していきます。

　私たちは、特別養護老人ホーム「ま
きの苑」で洗濯物整理のボランティ
アをしています。グループごとに分
かれて、月に約2回の活動ですが、
みんなでお話をしながら洗濯物整理
をすることが多く、わきあいあいと
楽しみながら活動しています。

　昭和57年から30年間、市立福祉
センターで、視覚障害者の方たちの
ために、市の広報を読んでテープに
録音する活動をしています。メン
バーはテープを聞く方を思い浮か
べ、明るい声にしたり音楽を付けた
りと工夫しながら録音しています。

　昨年の災害以降、大塔地域では災害による避難等の影響
により、住民の方々やお店が少なくなっている地域があり、
近隣のつながりによる助け合いや日常生活が以前のように
は出来なくなってきています。
　そこで、大塔町の方々が、住みたいと思える地域でこれ
からも安心して暮らし続けられるよう、行政・自治会・民
生委員・ボランティア・郵便局・( 財 ) ふるさとセンター・
大学・社協など、関係機関が連携し、地域で暮らし続ける
ための仕組みづくりの構築に向けて取り組みが進められて
います。

台風12号災害支援情報 vol.5
～地域で暮らし続けるための仕組みづくり～
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　録音ボランティア「青い鳥」では、希望する視覚障害者の方へ
毎月の五條市広報をカセットテープに録音し、郵送しています。
　利用者を随時募集していますので、郵送を希望される方は、
五條市社会福祉協議会までお申し込みください。
【利用対象者】：身体障害者手帳（視覚障害）をお持ちの方

「声の広報」利用者募集

4　社協だより『ふれあい』　103号「社協」は、社会福祉協議会の略称です。



高 齢 化 率

地 区 名 高齢化率 高齢者数
ひとりぐらし ねたきり 高齢者のみの世帯

24年度 前年度比 24年度 前年度比 24年度 前年度比

本 町 40.17 374 74 ▲ 5 1 ▲ 1 58 8

中 央 37.96 372 43 ▲ 3 1 ▲ 1 17 0

五 條 東 25.29 108 53 1 2 ▲ 1 14 ▲ 4

須 恵 岡 口 43.00 482 99 4 10 0 87 3

新 町 35.22 249 54 5 3 1 27 ▲ 1

二 見 30.86 779 137 ▲ 1 4 ▲ 1 131 ▲ 1

野 原 33.07 1,087 115 9 15 3 115 ▲ 2

宇 智 28.34 1,219 150 ▲ 2 9 0 148 7

牧 野 30.72 807 43 6 15 5 47 4

田 園 13.12 759 35 3 1 0 62 3

阪 合 部 34.08 653 64 2 14 3 77 3

北 宇 智 23.81 828 84 16 2 ▲ 3 89 17

南 宇 智 31.36 499 57 6 5 ▲ 1 49 8

南 阿 太 25.70 174 12 ▲ 3 4 0 7 ▲ 1

大 阿 太 32.62 243 17 ▲ 2 6 ▲ 1 29 ▲ 1

西 吉 野 38.41 1,193 197 4 5 ▲ 2 130 ▲ 5

大 塔 54.80 234 63 0 0 ▲ 1 46 0

合 計 29.05 10,060 1,297 40 97 0 1,133 38

高齢者調査集計　平成24年10月1日現在

単位：高齢化率（%）　高齢者数・ひとりぐらし・ねたきり（人）　高齢者のみの世帯（世帯）
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高齢化率とは
６５歳以上の高齢者が人口に対してどれだけの割合を占めているかという数字で、２１パーセント
を超えると超高齢社会といわれています。

※大塔地区については、一時的に地区外へ避難している方も含まれています。

全　国
２３．２８％

（平成２３年１０月）

奈良県
２３．７７％

（平成２３年１０月）

五條市
２７．９６％

（平成２３年１０月）

２９．０５％
（平成２４年１０月現在）

5 　社協だより『ふれあい』　103号 ふれあいネットワークは、社会福祉協議会の愛称です。



ふれあいネットワーク

ご寄付いただき
ありがとうございました

五條市社会福祉協議会

http://www.shakyo.or.jp/hp/1250/

平成24年度 「善意の日」募金へのご協力平成24年度 「善意の日」募金へのご協力
ありがとうございました

発行／社会福祉法人五條市社会福祉協議会
〒637-0043　奈良県五條市新町3丁目3-2

TEL 0747-24-4152
FAX 0747-24-4153

ふれあいネットワーク

介護機器（車いす）の
短期貸出をしています
　社協では通院や旅行など、臨時的にちょっ
と車いすを利用したいという方へ、短期
間 (1週間程度 ) 限定で車いすの貸し出しを
行っています。
　利用を希望される方は、五條市社協へお
申し込み・お問合せください。

【対象者】　市内に在住で車いすが必要な方

ただし、「介護保険制度」で福祉用具
貸与を利用できる方は、そちらを優
先してご利用いただきますのでご了
承ください。

【貸出場所】　本所（新町3丁目3－2）
　　　　　　支所（城戸122番地

　市役所支所内）
【貸与期間】　1週間程度
【貸出料金】　無料

※数に限りがありますので、貸し出しを
できない場合があります。

＜貸し出し例＞
・入院中の方が、一時的に
　帰宅するとき
・歩行に不安のある方が、
　旅行などに行くとき　　など

募金実績額　3,417,502円
　本年度も、五條市自治連合会のご協力の
もと、住民の皆さまから募金へのご協力を
いただき、ありがとうございました。
　集められた募金は、善意銀行を通じて配
分し、地区社協や市社協の活動財源として、
世代間交流・見守り活動・福祉教育・福祉
啓発・ボランティア活動など、地域福祉活
動のために使われます。

家族のこと、子育てのこと、介護のこと、
近所とのトラブル、行政に関すること、
人権に関することなど、気軽にご相談く
ださい。

ひとりで悩まずお気軽に
ふれあい

相　談

（敬称略）	 平成２４年８月１６日～平成２４年１１月１５日	（単位：円）

福祉基金
金　額 氏　名 住　所 摘　要

300,000 宗教法人　辯天宗 灯籠流しチャリティー
を福祉基金へ野原西4丁目6 ｰ 25

14,220 五條市老人クラブ連合会　体育部 ゲートボール大会チャ
リティー収益金

100,000 山 田 卓 臣 五條市中町93 亡父粗供養として

善意銀行
金　額 氏　名 住　所 摘　要

25,000 生蓮寺世話人会和讃講 地蔵盆チャリティーバ
ザー収益金二見7丁目4 ｰ 7

1,156 宇智地区民生児童委員協議会 地域福祉のために

3,417,502 五條市自治連合会 平成24年度「善意の
日」任意預託募金

福祉基金…積み立てられた預金の利子を地域福祉の活動資金として役立てます。
善意銀行…皆さんの善意を災害見舞金など市民の福祉向上に役立てます。

【面接相談】　福祉センター（新町3丁目３－２）
　 実　　 施　　 日　 　 相　　 談　　 員　
月〜金曜日 9時〜17時 相談コーディネーター

火 曜 日 13時〜16時 家 事・民 事 相 談 員
※要予約

水 曜 日 13時〜16時 行 政 相 談 委 員
木 曜 日 13時〜16時 人 権 擁 護 委 員
金 曜 日 13時〜16時 民 生 児 童 委 員

【電話相談】　☎24 ｰ 2200（五條本所）

☎33 ｰ 0294（西吉野・大塔支所）
■受付日時　９：００～１７：００(月～金)
　　　　　　※17時以降と休館日は、留守番電話

こんなことで困っていませんか？

地域福祉の情報はホームページでもご覧いただけます。


